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IUGONET (Inter-university Upper atmosphere Global Observation NETwork)
「超高層大気長期変動の全球地上ネットワーク観測・研究」

IUGONETプロジェクト

• 文部科学省特別教育研究経費（研究推進）（2009年度）、特別経費（プロジェクト
分）（2010～2014年度）の交付を受けて始まった大学間連携プロジェクト。

• 全国の大学・研究機関に分散している超高層大気データの整備・公開、並びに、
効率的に解析するためのインフラ（メタデータDBや解析基盤）を開発している。 2



IUGONETが扱っている観測データ

高
度

• 超高層大気の現象に影響を与え得る太陽表面～地表、地球の北極～南極の
様々な領域で取得されたデータ。

• 多種多様な装置で観測された中性粒子、プラズマ、電磁場等の物理量データ。
• STP分野の標準フォーマットであるCDF、NetCDF、FITS等に変換して公開。 5



IUGONETの変遷
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FY2009～2014
（第一期）

FY2015～2020
（第二期）

FY2021～2026
（第三期）

• メタデータ策定
• メタデータDB開発

（Dspaceベース）

解析ツール開発
（UDAS）

• ウェブ開発
• 講習会（国内）

• メタデータ追加
• メタデータDB開発

（IUGONET Type-A）
• 解析ツール開発

（M-UDAS）
• 講習会（国内＋海外）
• ROIS-DS連携

• メタデータを
SPASEと統合

• 解析ツール開発
（PyUDAS）

• DOI登録システム
開発

• WDSネットワーク
メンバー申請

PEDSC発足

あらせ衛星
打ち上げ

PBASEPWING

脈動オーロラ

PANSY
観測開始

IHDEA発足 EISCAT_3D
観測開始?

オーロラX

AMIDER
公開
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第一期の参加メンバー



IUGONET (Inter-university Upper atmosphere Global Observation NETwork)
「超高層大気長期変動の全球地上ネットワーク観測・研究」
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第一期の年次計画



大型研究計画マスタープラン2014・
2017・2020重点計画/
ロードマップ2014採択計画
「太陽地球系結合過程の基盤形成」

IUGONETの国内外での位置づけ

SPASEコン
ソーシアム

（NASA, JAXA, 
etc.)

ERG-SC
UCLA
UCB

他ミッション

メタデータ
連携

解析ツール
連携

アジア
オセアニア
アフリカ
南米など

教育、キャパシティ
ビルディング

協力

• STP分野サイエンス支援
• データ標準化、公開支援
• 人材育成

国内外STP
プロジェクト

太陽地球系結合過程
の研究基盤形成など

連携

日本国内STP分野

現在、WDSネットワーク
メンバーに申請し、
レビュー中。 6

メタデータ、
フォーマット、
ツール、API
の標準化

IHDEA



IUGONETによる基盤開発

IUGONET Type-A

5. 可視化・
解析する

6. 論文の図
を作成する

SPEDAS, PySPEDAS

3. ウェブ上で
可視化する

4. 解析方法
を知る

2. データに
ついて知る

1. データを
検索する

• メタデータDBには、様々な装置により太陽～地球大気、惑星で観
測された多種多様なデータセットが1200以上登録されている。

• 多様な衛星・地上観測ミッションで取得されたデータを、1つの統合
解析ツールで包括的に解析することが可能。

メタデータデータベース 統合解析ツール
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http://search.iugonet.org/



IUGONETメタデータ

9

NumericalDataのメタデータのXMLファイルの例

人

観測サイト

観測装置

データセット

SPASEデータモデル

https://spase-group.org/

NASA/VxO等
と相互運用
性を確保。

• メタデータとは、データの所有者や取得した日時、場所、アクセス情報等のデータを説明する
ためのデータ。

• IUGONETのメタデータは、国際標準フォーマットであるSPASEデータモデルを採用。
• 地上観測データを表現するため、IUGONETの独自に拡張したメタデータ要素を追加していた

が、それらはSPASEに取り込まれた。（最新版は、SPASE 2.6.1）
• 米国や欧州のSTP分野のデータベースとの相互運用性を確保。
• SPASE最新版では、シミュレーションデータも扱えるように拡張されている。



1. データを探す 3. プロットす
る

2. データ
を知る

4. 解析方法
を知る

5. 詳細に解析す
る

IUGONET Type-A

SPEDAS

(a)

(b)

(c2)

(c1)

(d)
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メタデータデータベース

統合解析ツール



統合解析ツール

（１）統合解析ツール：SPEDAS/UDAS （２）MATLAB解析ツール：M-UDAS

• 特に、ヨーロッパやア
フリカ等で広く利用。

• 有償ソフトウェア。

（３）Python解析ツール： PySPEDAS/
PyUDAS

FY2022～
• フリーウェア

• データサイエンスへ
の応用に対応。

宇宙空間

IUGONET
観測点

太陽

地球大気

分野横断
型研究

• 超高層大気分野に
広く普及している
IDLをベースにした
解析ツール。

• 多様なミッションの
データをサポート。

• 有償ソフトウェア。
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メタデータDB（Type-A）の利用状況

FY2019.2~
コロナ禍による

制約
1,500~2,000

Type-A公開
2016.10

月ごとのユニークユーザ数の推移
（1日に何度アクセスしても1と数える）



• 今後新たに取得される観測データ（EISCAT_3DやEMU
レーダー等）の公開支援、及び、データベースへの登録。

• メタデータのアップデート

• メタデータDB(IUGONET Type-A) のアップデート
• QLプロットの充実。準リアルタイム化。

• データのダウンロード機能の強化

• メタデータハーベスト

• PyUDASのPySPEDASへの統合。

• データ科学を利用した研究の推進。

今後の展望
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